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は じ め に

私達が う る お い と やす ら ぎの あ る 快適な生活を営んでい く に は、 自 然環境

と 澗和の と れた生活環境を守 り 、 育てて い く こ と が重要であ り ま す。

本県に は美 し い 自然環境があ り こ の恵 ま れた環境を保全 し なが ら豊かで

住み良い県土を築 く ため 、 県では 、 公害の未然防止、 自 然環境の保全を基搦

と す る各種施策を推進 してい る と こ ろであ り ま す 。

近年、 地球の砂漠化、 温暖化、 オ ゾ ン層の破壊、 酸性雨 と い っ た地球的規

模の環境問題が大 き な問題 と な っ てお り 、 全世界が、 環境保全につ い て真剣

に取 り 組みつつ あ り ま す。 環境問題は 、 産業活動は も と よ り 人々 の 日 常生

活と 密接に結び付いてお り ま す。

豊かで 快適な環境を創造 してい く に は 、 行政が力を入れ る の は も ち ろ んで

あ り ま すが、 県民の皆様方の環境問題への御理解 と 施策への御協力が不可欠

であ る と 考えてお り ま す。

こ の 白書は 、 平成 2 年度を中心 と し た本県の環境の現状 と そ の対策に つ い

て取 り ま と め た も の であ り ま すが、 県民の皆様の環境問題に つ いての理解 と

認識を深めていただ く 上で 、 お役に立てば幸いであ り ま す 。

平成 4 年 3 月

鳥取県衛生環境部長 小 竹 久 平

鳥取膿立

1992. 5。

　 　 　　

鳥 取 辯 寄 贈
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